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研究成果概要 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、宇宙線研究所の開所が遅くなり、

閉所も早まることとなったため、測定の実施は断念し、次年度に向けて機材設置予定で

ある共同利用室の清掃を行い、水銀濃度が観測に影響ない程度であることを確認すると

ともに、ブランク濃度を低いレベルで維持できるように対策を実施した。 

その結果、共同利用室からは屋外よりも高い濃度の水銀が検出されたが、簡易のクリ

ーンブースを設置する事で観測可能であることが確認された。 

次年度は上記対策の上、高所における大気中形態別水銀の変動及び湿性沈着量に関す

るモニタリング調査を実施予定である。 
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